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註1
藤田宏達『善導』157頁（人類の知的遺産  ５  講談社）、三枝樹 隆『善導教学の研究』50―51頁（東方出版）、梯實圓『白道をゆく―善導大師の生涯と信仰』246―259頁（永田文昌堂）など。例えば、道綽『安楽集』には、曇鸞からの引用であるが「空曠迥なる処に於て、怨賊の刀を抜き勇を奮ひて直ちに来り殺さんと欲するに値遇す」るひとが目前の河を前にして「但一心に河を渡るの方便を作すのみ有りて余の心想間雑する無き」様子を、「念仏三昧」のあるべき相状の譬えとしている（大正蔵　47、国訳大蔵経 宗典部 第9卷 99頁）。また『大智度論』では「人の狭道を行くに、一辺は深水、一辺は大火にして、二辺倶に死するが如」き様子を、「有見・無見（という邪見の両極に）に著する」ありようの譬えとしている（大正蔵　25、 国訳蔵 論律部 第5卷 71頁）。『涅槃経』（大正蔵　12、国訳蔵 経典部第6卷 24頁―）にみられるものは、確かにその構想や用語において―特に「四大」を「四毒蛇」に譬えたり、「五陰」を「人をして不善の法に貪り近き、一切の純善の法を遠離せし」め、「諸の煩悩を以て牢く自ら荘厳し、諸の癡人を害して諸有に堕せしむ」と解する点や、「詐親善とは名づけて貪愛と為す」点、「道に一河に値ふとは、即ち是煩悩なり」としつつ、種々の草木で筏を作り河を渡るさまを、諸々の戒行を修めて煩悩の河を渡ることとみなす点などに顕著であるように―、最も善導のものに近く、ここに範を求めた可能性が大であるが、善導の譬喩は単純にそうした類例の集成には還元できない、独特の内容を含み持っている。

註2
善導『観無量寿経疏』からの引用は大正蔵37卷（272―3頁）によったが、書き下しにあたっては、適宜、国訳大蔵経（宗典部 第9卷 110―112頁）や、親鸞『教行信証』所引の文、および『観無量寿経集註』加点本などを参照した。なお、親鸞の著作からの引用は主として『定本 親鸞聖人全集』（法蔵館）によった。『集註』と『教行信証』の引用との差異など、文献批判の点で論ずべき点も多いが今は措くこととする。
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註3
本稿の冒頭に述べたように、そもそもこの「散善義」のくだりは、『観無量寿経』所説の「三心」のうち「廻向発願心」について述べた箇所に属しており、その「廻向発願心」自体についてあらかじめ「深信せること金剛の若くなるに由りて、一切の異見・異学・別解・別行の人等のために動乱破壊せられず。ただこれ決定して一心に捉りて正直に進みて、かの人の語を聞くことを得ざれ。即ち進退の心ありて怯弱を生じて回顧すれば、道に落ちて即ち往生の大益を失するなり」と述べたのに対して、なお念仏行は行としての徹底さを欠くのではないかという―「解行不同の邪雑の人等」の―非難を受けた場合に行者はどうあるべきかという疑問に応答する場面で用いられているものである。しかも、後述するように、善導の理解においてこの「廻向発願心」はあくまでも行者自らが発起すべきものとして捉えられている。この点は「人、道の上を行いて、直ちに西に向ふと言ふは、即ち諸の行業を廻して直ちに西方に向ふに喩ふるなり」（傍点論者）という注釈部分にもはっきりと表れている。
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註4
『選択集』では「廻向発願心の義、別の釈を俟つべからず」というにとどまっているが（『選択本願念仏集』133頁　岩波日本思想大系  『法然 一遍』所収）、『要義問答』でも「行者行住坐臥の三業に修するところ、昼夜時節をとふことなく、つねにこのさとりをなし、このおもひをなすがゆへに廻向発願心といふ。……三心すでに具すれば行の成ぜざることなし」（『法然全集』第3巻　198頁 春秋社）と行者に求められる三心の一という理解を超えた広がりをみせてはいない。また、「別解・別行の人」についても「ことさとりの人におしへられて、かれこれに廻向する事なかれと申候心也」（「消息」 同集第3卷　136頁）との理解に終始している。そのためもあってか、後学は「二河白道喩」の解釈、中でも「四五寸」の意味するところをめぐって議論を繰り広げたようであるが、例えば尭恵（『選択私集鈔』）らは「①善導の教えの中心に位置する四修（＝恭敬修・無余修・無間修・長時修）五念門（＝礼拝・讃嘆・作願・観察・廻向）という行の具体的内容」／「②願往生心の微少さ」という二つの解釈を掲げつつ、②の立場をとっている。本稿の問題関心をこうした議論の文脈に直接結び付けることは煩瑣になるので差し控えるが、一言だけ触れておくならば、②のような、微少ながらも「廻向発願心」と呼び得るようなものの発起がいかにして凡夫たる衆生に可能なのか、という問いこそが譬喩解釈の本質に関わる問として問われるべきであろう。なお、法然は二河白道における「別解・別行・悪人等」の「群賊」を「聖道門の解行学見」の者とみていたとの解釈もみられる（例えば、町田宗鳳『法然対明恵』講談社選書メチエ141　138頁）。しかしながら、その根拠となるくだりはあくまでも善導の「深心」釈における「一切の別解・別行・異学・異見・異執」に対して「これ聖道門の解行学見を指すなり」と注釈したものであって（『選択集』岩波思想大系本　133頁）―その限りでは法然独自の善導解釈という面はあるにせよ―直接に「二河白道喩」に関説したもの（「廻向心」釈：註３参照）ではない。したがって、後に明恵が『摧邪論』（巻下）で批判したような意味において（岩波日本思想大系『鎌倉舊仏教』375～379頁）、法然が「聖道門」を「群賊」と等置していたかどうかは―少なくとも、その二河白道喩理解に関する限りは―疑念が残る。ただ、いずれにせよ法然には「群賊」を―本論でみるように、その「詐親」という特異なふるまい方をする点に着目して―自己の内なる〈自力〉の発露と捉える視点はない。

註5
『愚禿鈔』の成立事情についてはいまだ定説をみないが、論者は本稿の議論の結果をも踏まえて、比較的初期に、少なくともその原型は成立していたとの立場をとるものである（成立事情の詳細な研究については、村上専精『愚禿鈔の愚禿草』大谷大学　参照）。なお、『愚禿鈔』、『浄土文類聚鈔』、『教行信証』の各々において「二河白道喩」に対する「重点」の置き方が異なるという石田慶和氏の指摘（『浄土仏教の思想 九  親鸞』講談社　208―211頁）は示唆に富むが、論者としてはそもそも親鸞の理解の質自体に少なからず変化がみられるのではないかと考えている。
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註6
親鸞独自の漢文の訓読としてしばしば指摘される所なので詳細は省くが、「廻向発願心」釈に先立つ「至誠心」釈の箇所から一つだけ挙げれば「一切衆生の身口意業の所修の解行、必ず真実心の中に作したまへるを須ゐむことを明かさむと欲ふ」と、「至誠心」を衆生のそれではなく阿弥陀仏自身の真実心と訓み換えている。また、「廻向発願心」釈の中では善導が「白道四五寸といふは……願往生の心を生ずるに喩ふ」と訓んだところを「生ぜしむる」と訓んでいるところに顕著に表れている。そうした理解を経て、やがて「「能生清浄願心」はこれ凡夫自力の心にあらず」（『浄土文類聚鈔』）といった表現へと結晶していくというのが論者の見解である（なお、より厳密には『観経』をその顕義と彰義の二義において捉えるという、いわゆる「顕彰隠密」という視点や、『無量寿経』の三心との関係をめぐる議論―『教行信証』をはじめ、『浄土文類聚鈔』、『唯信鈔文意』など―を考慮する必要があるが、理解の大筋においては変わらないのでここでは省略したい）。
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註7
この点に関して善導が「群賊・悪獣詐親（いつわりしたしむ）」と言った意味を親鸞がどのように捉えていたのかを考察する必要があると思われる。「群賊・悪獣」はなぜ「詐親」する格好で行者に声をかけるのか、それは行者の行がともすれば弥陀の本願に背くひとりよがりの自力の行に陥る可能性を自らそなえているからなのではあるまいか。「化身土卷」では自力行者のありさまを記述するにあたって善導から「業行を作すといへども、心に軽慢を生ず。常に名利と相応するが故に。人我自ら覆て同行・善知識に親近せざるが故に。楽みて雑縁に近づきて往生の正行を自障・障他するが故に」という文を引いている点が注目される。また、『高僧和讃』では「善導大師証をこひ／定散二心をひるがへし／貪瞋二河の譬喩をとき／弘願の信心守護せしむ」と詠んでいるが、もちろん善導自身は文字通りに「定散二心をひるがへし」た訳ではない。「定散二心」＝〈自力〉と捉え、それとの対比において阿弥陀仏の本願＝〈他力〉をみる視点は、あくまで親鸞に映じた限りでの譬喩理解に関わるものである。（なお、この「詐親」にまつわる問題としては「外道」理解がからんでもくるが、詳細は拙稿「親鸞における外道の位置について」（平成二年度文部省科研費研究総合研究（Ａ）研究成果報告書『日本倫理思想史の基礎資料に関する総合的研究』東京大学倫理学研究室 代表者=佐藤正英）を参照されたい）。
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註8
この文言もまた、端的に自己の煩悩を悲嘆したものと受けとめるべきではなかろう。嘆きの対象は、「愛欲の広海に沈没し、名利の太山に迷惑して」いる―いわば煩悩のそそのかしに対して、いい気になっている―己れである。いいかえれば〈自力〉へと絶えず身を委ねかねない己れを嘆いているのである。善導の「三品懺悔」（註10参照）への関心もこうした―擬態としての煩悩との対峙という―視点から捉えられる必要があろう。

註9
以上のような人間理解の背景を考えるとき、『涅槃経』が親鸞に与えた影響を無視し得ない。とりわけ、本稿で問題にしている「信卷」のくだりでは既に触れた阿闍世王の物語以外では、「悉有仏性」説を引いている点が注目される。もちろん、そこでも、いわば無条件に衆生と仏性とを重ねみるのではなく、あくまでも弥陀の大慈大悲心と一体と化した衆生のありようを語る文脈での引用である点は留意されるべきである。
大慈大悲を名づけて仏性とす。何を以ての故に。大慈大悲は常に菩薩に随ふこと、影の形に随ふが如し。一切衆生、ついに定んでまさに大慈大悲を得べし。この故に一切衆生悉有仏性とのたまへるなり。大慈大悲は名づけて仏性とす。仏性は　名づけて如来とす……。
したがって、同じく「仏性」説に言及している「真仏土卷」において「惑染の衆生、ここにして性をみることあたはず。煩悩に覆はれるが故に。……安楽仏国に到れば、即ち必ず仏性を顕す。」という自釈が施されている点と合わせて理解されるべきであろう。なお、善導自身の思想と『涅槃経』との関係については三枝樹 隆氏（前掲書51―59頁）が主として「一闡提」の成仏という観点から「善導は、『涅槃経』理解の素地に立って『観無量寿経』を読破したのではなかろうか」と指摘しつつ、「懺悔」を「凡愚宗教の根源」とみなす見解を示しておられる（註８参照）。

註10
この視座の問題はさしあたり阿弥陀仏のそれであるが、初期仏教に想いをはせる時、仏の眼差一般は多かれ少なかれこうした意味における（現象ないし仮象世界における）衆生のニュートラル性を「（四大・）五陰」という言葉で言い表し得ていたように思われる（それだけに、ネガティヴに衆生を語るに際してあらためて「五取蘊」や「五蘊盛苦」といった言い廻しが―そして、やがては「無明」や「煩悩」といった諸概念が―必要になっていったと考えられるが、このような方向での五蘊理解については拙稿『和辻哲郎「原始仏教の実践哲学における〈行〉の位置づけをめぐって』（『文経論叢』第28卷 第3号）で大略の見通しを示してみた）。
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